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株 式 会 社　　大 起 電 工

  代表取締役　　角山　健次

（令和3年度）「2021.9～2022.8」（26期）

認証番号0001234
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　　 ㈱大起電工は、人々の生活に欠かす事の出来ない電気・情報技術などの分野で、お客様

　のニーズにお応えして事業活動を展開しておりますが、今後はこれに環境保全活動を加えて

　更に、社会に貢献して行きたいと考えております。

（　環境経営理念　）

（  基 本 方 針  ）

株式会社　　大起電工

　    ２．人との繋がりを大切にコミュニケーションを図り、人材の育成・社会貢献

制定：2006年 ４月30日
改定：2019年 ４月 １日

      ７．本社及び工事現場における環境に配慮した活動を推進します。

      ９．環境経営方針は公表します。

      ５．地球温暖化を抑えるため、省エネルギーを推進します。

        もに、社会の進歩にも対応する知識・能力を兼ね備え、恵み豊かな生活と環境の

      ８．環境に優しい製品の購入を推進します。

        次世代への継承を推進します。

      ６．水資源不足に貢献するため、水使用量の削減を推進します。

           的改善を図ります。             

      ３．環境関連法規その他の要求事項を遵守します。

      ４．資源の有効利用を図るため、廃棄物の削減及びリサイクルを推進します。

株式会社　大起電工

代表取締役　　角山　健次

           環境教育を推進するとともに、目的・目標を定め定期的に見直し、継続

           事業活動のあらゆる分野において、自然や資源を守り環境との調和を図るとと

      １． 環境マネジメントシステムを構築し、一人一人の環境意識の向上及び

代表取締役　　角山　健次

　　   　 等、活動の拡大を推進します。

ごあいさつ

環境経営方針

　2



2018年度・23期 2019年度・24期 2020年度・25期

300,000 300,000 300,000

12 14 16

98.11 98.11 98.11

55.84 55.84 55.84

55.28 55.28 55.28

8.9 8.9 8.9

・環境経営方針の策定・見直し

・従業員に対する環境方針の周知・教育訓練の実施の補佐

・廃棄物の処分の指示等の実施（ﾘｭｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ・廃棄処理等）

・緊急事態対応訓練の実施

・環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの作成・確認、公開（事務所備付と事務局への送付）

・環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの承認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の承認・作成及び最新版管理

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営ｼｽﾃﾑの構築、実施、管理

2021年度・26期

・環境経営に関する統括責任

代 表 取 締 役 角 山 健 次

・環境経営ｼｽﾃﾑの実施に必要な人･設備･費用･時間等経営資源を準備

9月から翌年8月

本社事務所(2F)  延床面積  （㎡）

事 業 年 度

・環境管理責任者を任命

293,000

事 業 内 容

（認証・登録範囲が全社・全活動である）

担      当      者 ： 北川　太郎
環 境 管 理 責 任 者 お よ び 担 当 者

環境管理責任者 ： 宮本　政代

事業の規模 98.11

55.84

従　　　　業　　　　員　　　　　（人）

資機材置場床面積(1F)       （㎡）

事 業 所 の 所 在 地 お よ び 連 絡 先

株式会社　大起電工　代表取締役　角山　健次

環
境
経
営
組
織
図
及
び
役
割
・
責
任
・
権
限

・環境経営目標、環境経営計画書の作成・確認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

倉庫総床面積（隣接）         （㎡）

・従業員に対する環境方針の周知・教育訓練の実施

活　　動　　規　　模

事 業 者 名 お よ び 代 表 者 名

電気設備、電気通信・移動無線通信設備、空調設備、仮設電
気工事、土木工事の設計施工

（ 認 証 ・ 登 録 範 囲 が 全 社 で あ る ）

大阪府箕面市小野原東4-9-20　      TEL  072-727-2331
E-mail  daikidenko@daikidenko.com   FAX 072-727-2328

産業廃棄物保管場所床面積（㎡）

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
全 従 業 員

8.9

環境管理責任者 宮本政代

環境管理担当者 北川太郎

売 　　 　上 　　 　高　  　　(千円）

13

55.28

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・問題点の発見、是正、予防処置の実施

1 事業活動の内容

環境管理責任者

宮本政代

環境管理担当者

北川太郎
全従業員

代 表 者

角山健次
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2008年度

基準値 目標 1年間運用ﾃﾞｰﾀ

kWh/百万円 41.366（2018) 41.283 35.362 ○
kWh 13,852 13,308 10,361 ○
km/L 13.784 11.812 11.883 ○

L 16,320 15,684 11,234 ○
L/百万円 16.971(2018) 16.937 12.501 ○

L 7,224 6,948 3,663 ○

kg/百万円 39.759(2018) 39.679 31.742 ○
kg 13,980 13,452 9,300 ○

ｍ3/百万円 0.2176(2018) 0.2172 0.1911 ○
ｍ3 61.0 60.0 56.0 ○

リ サ イ ク ル 率 ％ 43.4 49.9 60.0 ○ ○

点
2010年度

3.5
4.6 4.6 ○

点
2012年度

3.3
4.3 4.7 ○

単位 2008年度（基準値) 2019年度 2020年度
kg・CO2 55,623 26,591 36,519

排出係数 日産大阪eﾃﾞﾝｷ

2008年度

基準値 年間目標 1年間運用ﾃﾞｰﾀ

kgCO2 5,070 4,872 5,968
kgCO2/百万円 17.553 16.868 20.369

kgCO2 37,889 36,421 26,064
kgCO2/百万円 138.31 132.92 88.95

kgCO2 18,958 18,219 9,450
kgCO2/百万円 97.72 93.91 32.25

購 入 電 力

○

2021年度の調整後　0.576kg-CO2/kWh

単　　　位

排 出 量

売 上 高 当 た り

　　　　　　　　　・自動車・重機・発電機のｶﾞｿﾘﾝと軽油の使用量は本社の自動車燃料使用分を加えて一括管理。

2021年度

排 出 量

評価

二酸化炭素総排出量実積

項　　　　目

廃 棄 量

環境配慮の事業活動 ○
工 事 現 場 に 於 け る
環境への取組自己ﾁｪｯｸ

水 使 用 量

L

売上高当たり

14,897総 合 使 用 量

総合
評価

○

○

使 用 量

ガソリン当たり

○

22,632

売上高当たり

ﾘｻｲｸﾙ量/全排出

2021年度
評価

売上高当たり

使 用 量

○

○

購 入 電 力

廃棄物排出量

ガソリン・軽油

使 用 量
軽 油

ガ ソ リ ン

項　　　　目

23,544

環 境 配 慮 指 針
実施状況ﾁｪｯｸ

売上高当たり

○

使 用 量

単　　　位

41,482

○

排 出 量

　　　　　　　　　・「㎞/L」の目標値は是正処理にて3年毎の平均値+（平均値×0.05%）を3年間固定で目標設定。3年毎で再度検討。

×

売 上 高 当 た り

×

2021年度

売 上 高 当 た り

○

ガ ソ リ ン

　　　　　　　　　・下請工事主導の為、材料選定、環境配慮設計・施工の提案・実施が困難。定性目標を策定して取組む。

　　　　　　　　　・廃棄物排出量・処分量については元請管理を除き、当社管理の物は本社に持ち帰って一括管理・処分。

　　　　　　　　　・主に下請工事の為、電力・水の使用量は元請又は客先支給であるため管理不可。

軽 油

2 環境経営目標と実績

目標・実績・評価

注意事項

使用量・排出量等算出

二酸化炭素排出量等算出

総排出量実績

目標・実績・評価
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・節水コマの取付及びﾊﾞﾙﾌﾞ調節

・「節水表示」にて節水の徹底

・必要時以外は蛇口をこまめに締める

・環境教育の実施にて環境意識の向上を図る

・ｵｲﾙ交換・ﾀｲﾔ交換等、車両整備の徹底

・ｴｺｷｬｯﾌﾟ・ﾌﾟﾙﾀﾌﾞの回収、使用済みﾃﾌﾟﾗﾃｰﾌﾟの回収

・月毎に各人が運転・法規の遵守・整備等を点検(点検表)することで常に見直しを図る。

①
購 入 電 力 使 用 量 の 削 減 及
び 二 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減

・不要な照明はこまめに消灯し節電に努める。（ｽｲｯﾁ・OA機器等に節電表示）

・省ｴﾈﾀｲﾌﾟｺﾋﾟｰ・電源ﾘﾓｰﾄｵﾌｼｭﾚｯﾀﾞｰにて電源消し忘れを防ぐ

・空調使用期間の管理と設定温度の管理（冷房（26～28℃）暖房（22～20℃））

取組項目 活動計画の対策・実施

・マニフェストの管理

③
廃 棄 物 排 出 量 の 削 減 及 び
二 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減

・「エコドライブ10のすすめ」の励行（特に燃費の拡充に取組む）

・分別排出で、ﾘｻｲｸﾙを推進する（適正処理の徹底）

④
リ サ イ ク ル の 推 進

・ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙利用で「裏紙」の再利用の徹底（コピー用紙購入の削減）

・裏紙使用で紙くずの排出量を抑える

②
化 石 燃 料 使 用 量 の 削 減 及
び 二 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減

・分別排出の徹底にてリサイクル率の向上

・FAXを自動用紙排出負荷に設定（無駄なFAXを印刷しない））

・池田土木事務所主催の「豊能防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」に参加（防災訓練等に参加）

・社会貢献活動参加の一環として、「ｴｺｷｬｯﾌﾟ回収」・「ﾌﾟﾙﾀﾌﾞ回収」に参加

⑤
水 使 用 量 の 削 減

・2ヶ月に1回、工事従事者の｢工事現場に於ける環境への取組」の自己ﾁｪｯｸ

⑦
社 会 貢 献 活 動 へ の 参 加

⑥
環境教育・ 環境意識の向上等
環境に配慮した事業活動の推進

・ＨＰへの環境ﾚﾎﾟｰﾄ掲載・名刺へのロゴ印刷等にて、ｴｺｱｸｼｮﾝ21参加・活動をｱﾋﾟｰﾙ

・月1回の全員による「環境配慮指針実施状況ﾁｪｯｸ表」の自己ﾁｪｯｸ

電線くず類
業者専用ｺﾝﾃﾅ

廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ類 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・紙類

ﾃﾌﾟﾗﾃｰﾌﾟの回収ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙再利用 ｴｺｷｬｯﾌﾟ・ﾌﾟﾙﾀﾌﾞの回収

ｺﾋﾟｰ機の節電表示 電源ﾘﾓｰﾄOFFｼｭﾚｯﾀﾞｰ ｴｱｺﾝの温度設定・節電表示

3 環境経営活動計画の内容
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判　　定

13,308 10,361 kWh ○

41.283 35.362 kWh/百万円 ○

16.868 20.369 kgCO2/百万円 ×

判　　定

ｶ ﾞ ｿ ﾘ ﾝ

15,684 11,234 L ○

11.812 11.883 km/L ○

132.92 88.95 kg-CO2/百万円 ○

軽 油

6,948 3,663 L ○

16.937 12.501 L/百万円 ○

93.91 32.25 kg-CO2/百万円 ○

総使用量

22,632 14,897 L ○

10.941 11.226 km/L ○

年間使用量が昨年より僅かに減少。
購入電力の関係でCO2の排出量が
増加。原単位の排出量も増加。

来期も更なる節電の徹底に努める。

kg-CO2/百万円

L

km/L

kg-CO2/百万円

kgCO2/百万円

・年間通じて遠距離現場が多かったので
ｶﾞｿﾘﾝ･軽油共に使用量は増加した。
・燃費に関しては、月毎でみると、前半は
遠距離現場で高速使用が多く達成月も
多かったが、後半は近距離現場増となり
一般道走行のためか、目標未達成となる
ことが増えた。年間通じては僅かに目標
値を上回り達成となった。
・原単位の目標は達成。

評　　　　価

評　　　　価

来期は、
・ｶﾞｿﾘﾝ・軽油共に使用量は現場を選ぶこ
とはできず、現場によって左右されるのは
必至で、増加となっても致し方ないが、極
力少量消費へと努める。
・燃費に関しては更に「ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ」に努め
る。

目　　標 結　　果

km/L

L

結　　果目　　標

L/百万円

kWh

kWh/百万円

年間使用量＆原単位の推移

年間使用量＆原単位の推移

L

4 環境経営活動の結果・評価

①購入電力使用量及び二酸化炭素排出量削減

②化石燃料使用量及び二酸化炭素排出量削減

0
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60

70

80

0

250
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750

1000

1250

1500

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

使用量 原単位

ｋWh/100ｋWh

0

5

10

15

20

25

30

0

500

1000

1500

2000

2500

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

使用量(総合) 原単位(軽油)

L/100L

原単位目標値

使用量目標値

使用量目標値

原単位目標値
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判　　定

13,452 9,300.4  ㎏ ○

39.679 31.742 kg/百万円 ○

判　　定

判　　定

60 56.0 ㎥ ○

0.2172 0.1911 ㎥/百万円　 ○

近年で最高使用量。原単位共に目標達成。

来期も引続き節水に努める。

目標は達成。ﾃﾌﾟﾗｶｰﾄﾘｯｼﾞ回収BOX設置。

来期も分別処理の徹底を図る。

評　　　　価

来期も引続き排出量の削減に努める。

㎥

㎥/百万円　

％

目　　標

％

結　　果 評　　　　価

㎏

評　　　　価

60.0 ○49.9

年間廃棄物排出量＆ﾘｻｲｸﾙ率の推移

年間使用量＆原単位の推移

精密機器梱包にて、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの量が増大。

結　　果

kg/百万円

結　　果

目　　標

年間排出量＆原単位の推移

目　　標

③ 廃棄物排出量の削減

④ リサイクルの推進

⑤ 水使用量の削減

L
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排出量 原単位

㎏/100万㎏
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排出量 ﾘｻｲｸﾙ率

％㎏
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㎥/100万㎥

原単位目標値

ﾘｻｲｸﾙ率目標

排出量目標値

排出量目標値

使用量目標値

原単位目標値
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判　　定

全員・月１回のﾁｪｯｸ 4.6 点 4.6 点 ○

工事・2ヶ月に1回のﾁｪｯｸ 4.3 点 4.7 点 ○

4 回

2 回

1 回

予定回数

2021年12月28日　実施
参加人数　6名

消防・地震訓練（1回/年）

2022.5.30

①池田土木事務所の防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修・訓練に参加

実　　績

2022.1.17 地震・津波災害対策訓練

目　　標

実施状況

結　　果

④ｴｺｷｬｯﾌﾟ・ﾌﾟﾙﾀﾌﾞの回収（回収後は指定業者・行政等、その時に応じて持込）

実　　　　　　　績

8/18　大雨警報他　1回実施　問題（異常）なし

②地域の防災訓練に参加

③警報発令時・地震発生時等、随時緊急点検の実施

実施状況

研修

EA21推進会議（4回/年）
・ﾁｪｯｸ表を基に、環境意識の徹底を図る。
・10・3月の会議にて、環境意識の向上の為の話合いを励
行。

消防訓練1回

自己評価のチェックが通例となり、それに
伴い環境意識の向上となっている。

環境教育（2回/年）

　

環境配慮指針実施状況ﾁｪｯｸ・工事現場に於ける環境への取組自己ﾁｪｯｸ

推奨回数

評　　　　価

実　　績

2021.9.3

2021/9/1～2022/8/31

訓練実績

緊急点検実施

2022.6.3 風水害訓練
2022.6.13　地域防災委員会

期　　　　　間

現場環境教育・新人教育（都度）

⑥ 環境に配慮した事業活動の推進

⑦ 社会貢献活動への参加

環境意識の向上

環境教育の実施

緊急事態対応訓練

㎥/100万㎥
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フ ロ ン 排 出 抑 制 法

遵　守

遵　守

3．冷暖房効果を上げるため、さらに窓対策を強化。

実施日：2022.9.30

来期において環境経営方針・環境経営目標及び実施体制の変更はありません。

5．若年層の採用・育成、全社員へのｽｷﾙｱｯﾌﾟへの取組み。（国家資格の増加を図る）

全体評価・結果

主要法規制

振 動 規 制 法

2．FAXの自動受信ﾌﾟﾘﾝﾄを廃止と同時にｺﾋﾟｰ用紙裏紙使用の持続化。

4．HPへの環境ﾚﾎﾟｰﾄの掲載。

遵　守

自 動 車 NOX ・ PM 法 適合車の使用

方針、目標、環境活動計画の達成状況

・上記以外の該当環境関連法規制も遵守しています。

機器の簡易（定期）点検の実施・漏えいの算定・報告。 遵　守

　環境関連法規制等の過去３年間、違反、訴訟はありません。又、関係機関等からの指導、指摘もありません。

産業廃棄物の排出。保管基準(掲示板の設置)。
　　　　　　　　　　（ﾏﾆﾌｪｽﾄ発行及び交付状況等報告）

遵守状況該当する活動

廃 棄 物 処 理 法

3．廃棄物量においては、精密機器梱包等のﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの排出が昨年以上より更に多かったが目標は達成。

騒 音 規 制 法

1. 省ｴﾈｺﾋﾟｰ機・電源ﾘﾓｰﾄOFFｼｭﾚｯﾀﾞｰ機にて消し忘れ防止。

1．電気・化石燃料・水道の使用量の目標は達成。但し、水道の使用量は近年で最高使用量となった。

   電気の使用量は、昨年より若干減少となったが、電力購入先の関係でCO2の排出量が増加となった。

2．車の燃費においては、現場への距離によって変動があったが、かろうじて目標は達成。

4．原単位は、全てにおいて（CO2は除く)目標を達成。

5．社員全員での環境配慮の意識チェックの定着、向上を図った。

6．「防災ボランティア」・「エコキャップ回収」・「プルタブ回収」等社会貢献活動に積極的に参加。

環境経営システムの実施状況

遵　守

消 防 法 4800ＡＨセル以上の蓄電池設置は届出必要。

該当する特定建設工事や特定（届出）施設は届出及びその基準を守る。

該当する特定建設工事は届出及びその基準を守る。
                  　（大阪府条例）空調機７．５Kw以上届出）

遵　守

5．「社会貢献」の一環として、「防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」・「ｴｺｷｬｯﾌﾟ回収」・「ﾌﾟﾙﾀﾌﾞ回収」運動に積極的に参加。

6．更なる若年層の採用・育成と共に全員により必要な国家資格の取得、スキルアップに取組む。

見直し・次年度への取り組み  　 指示

特になし
（会議にて話合い)

特になし

7．全員でコスト削減・売上増に努める。 在庫等ﾁｪｯｸ指示

1．コロナ禍にあって少なからず電気使用量・水道使用量への影響はあるが、目標維持に努める。

2．廃棄物の排出とリサイクル率においては、分別処理・適正処理の徹底。

3．チェック表の利用で各人の「環境配慮の意識の向上」の拡充。

4．エコアクションロゴマークを活用して、エコアクション参加会社であることをアピール。

5 環境関連法規への違反、訴訟等の有無

① 当社適用法規制等と遵守状況

1）当社適用の法規制遵守状況

2）違反、訴訟等

6 代表者による全体評価と見直し・指示の結果

　9


